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(57)【要約】
【課題】物品の置くスペースを確保し、手すりとして使
用できるトイレ用カウンターを提供する。
【解決手段】トイレ装置の便器の側方のトイレ室の壁面
に設置されるトイレ用カウンターであって、前記トイレ
用カウンターは、前記トイレ室壁面に沿って配置される
第１カウンターと、前記第１カウンターの下方に設置さ
れる第２カウンターと、を有するトイレ用カウンターで
ある。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トイレ装置の便器の側方のトイレ室の壁面に設置されるトイレ用カウンターであって、
　前記トイレ用カウンターは、前記トイレ室壁面に沿って配置される第１カウンターと、
　前記第１カウンターの下方に設置される第２カウンターと、を有するトイレ用カウンタ
ー。
【請求項２】
　前記トイレ用カウンターが設置される前記トイレ室壁面に設けられ、水栓を備えたボウ
ル部と、
　前記トイレ装置の排水部と合流し、前記ボウル部の排水が流れる排水菅と、を有し、
　前記第２カウンターの下方に、前記排水菅が設けられる請求項１記載のトイレ用カウン
ター。
【請求項３】
　前記トイレ室の前記トイレ用カウンターが設置される側の壁面又は床面に設置され、前
記トイレ装置へ水を供給する止水栓と、
　前記止水栓と前記トイレ装置を繋ぐ給水菅と、を有し、
　前記第２カウンターは、着脱可能に設置されている請求項１又は２に記載のトイレ用カ
ウンター。
【請求項４】
　前記第２二カウンターの下方に固定部材が設置され、前記固定部材に螺子穴が設けられ
、前記螺子穴には螺子の頭部の外径より大きい部分が一部存在する請求項３記載のトイレ
用カウンター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の態様は、一般的に、トイレ用カウンターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　トイレ室において、トイレ室の側方の壁面に沿って配置されるカウンターが配置されて
いる。このカウンターは、カウンター上に芳香剤や替えのトイレットペーパー等の物品が
置かれたり、使用者が手すりとして使用したりされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－３６３６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示されたトイレの室内構造では、カウンターの一部を手すりとして使う
ため、手すり部分には、物品を置けないといった不都合が生じる。結果的に、手すり部分
には、物が置けないため、物品を置くスペースが限られる。
　本発明は、かかる課題の認識に基づいてなされたものであり、物品の置くスペースを確
保し、手すりとして使用できるトイレ用カウンターを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の発明は、トイレ装置の便器の側方のトイレ室の壁面に設置されるトイレ用カウン
ターであって、前記トイレ用カウンターは、前記トイレ室壁面に沿って配置される第１カ
ウンターと、前記第１カウンターの下方に設置される第２カウンターと、を有するトイレ
用カウンターである。
【０００６】
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　このトイレ用カウンターによれば、物品の置くスペースを確保し、手すりとして使用で
きる。
【０００７】
　第２の発明は、前記トイレ用カウンターが設置される前記トイレ室壁面に設けられ、水
栓を備えたボウル部と、前記トイレ装置の排水部と合流し、前記ボウル部の排水が流れる
排水菅と、を有し、前記第２カウンターの下方に、前記排水菅が設けられる請求項１記載
のトイレ用カウンターである。
【０００８】
　このトイレ用カウンターによれば、第２カウンターによって排水菅が隠れるため、使用
者から見え難く意匠性がよい。また、第２カウンターに埃が溜まるので、排水菅に埃が溜
まるよりも清掃しやすい。
【０００９】
　第３の発明は、前記トイレ室の前記トイレ用カウンターが設置される側の壁面又は床面
に設置され、前記トイレ装置へ水を供給する止水栓と、前記止水栓と前記トイレ装置を繋
ぐ給水菅と、を有し、前記第２カウンターは、着脱可能に設置されている請求項１又は２
に記載のトイレ用カウンターである。
【００１０】
　このトイレ用カウンターによれば、第２カウンターを設置したまま止水栓と給水菅とを
繋ぐ作業を行うより、第２カウンターを外して接続作業を行うことが可能なので、容易に
接続できる。
【００１１】
　第４の発明は、前記第２二カウンターの下方に固定部材が設置され、前記固定部材に螺
子穴が設けられ、前記螺子穴には螺子の頭部の外径より大きい部分が一部存在する請求項
３記載のトイレ用カウンターである。
【００１２】
　このトイレ用カウンターによれば、第２カウンターを着脱可能かつ強固にトイレ室の壁
面へ設置できる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の態様によれば、使い勝手が向上されたトイレ用キャビネットが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態に係るキャビネットを有するトイレユニットの斜視図である。
【図２】実施形態に係るキャビネットの上面図である。
【図３】実施形態に係るキャビネットおよびトイレ装置の斜視図である。
【図４】実施形態に係るキャビネットおよびトイレ装置の一部を拡大した上面図である。
【図５】実施形態に係るキャビネットおよびトイレ装置の一部を拡大した上面図である。
【図６】実施形態に係るキャビネットおよびトイレ装置の一部を拡大した上面図である。
【図７】実施形態に係るキャビネットおよびトイレ装置の一部を拡大した上面図である。
【図８】実施形態に係るキャビネットおよびトイレ装置の一部を拡大した上面図である。
【図９】実施形態の変形例に係るキャビネットを有するトイレユニットの斜視図である。
【図１０】実施形態の変形例に係るキャビネットを有するトイレユニットの側面図である
。
【図１１】実施形態の別の変形例に係るトイレユニットの斜視図である。
【図１２】トイレ装置の背面斜視図である。
【図１３】実施形態の別の変形例に係るトイレユニットの斜視図である。
【図１４】実施形態の別の変形例に係るトイレユニットの斜視図である。
【図１５】実施形態の別の変形例に係るトイレユニットの斜視図である。
【図１６】固定部材の斜視図である。
【図１７（ａ）】第２カウンターが設置されるときの螺子と固定部材との位置関係の図で
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ある。
【図１７（ｂ）】第２カウンター３１２が外されるときの螺子と固定部材との位置関係の
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しつつ説明する。なお、各図面中、同様の
構成要素には同一の符号を付して詳細な説明は適宜省略する。
【００１６】
　図１は、実施形態に係るキャビネット１００を有するトイレユニット１の斜視図である
。
　図２は、実施形態に係るキャビネット１００の上面図である。
　図３は、実施形態に係るキャビネット１００およびトイレ装置２００の斜視図である。
　図４～図８は、実施形態に係るキャビネット１００およびトイレ装置２００の一部を拡
大した上面図である。
【００１７】
　図２、図４～図８では、キャビネット１００の内部構造を説明するために、キャビネッ
ト１００の一部の構成要素およびトイレ装置２００の一部の構成要素が省略されている。
【００１８】
　トイレユニット１は、図１に表すように、キャビネット１００およびトイレ装置２００
を備える。
　なお、本願明細書においては、実施形態の説明のために、「上方」、「下方」、「前方
」、「後方」、「左側方」、および「右側方」を用いる。これらの方向は、トイレ装置２
００の便座に着座した使用者からみたものである。
【００１９】
　キャビネット１００は、図１および図２に表すように、左側面板１１０、右側面板１２
０、前面板１３０、左扉１４０、右扉１５０、横桟１６０、バー１６２、バー１６４、お
よび天板１６６を有する。
【００２０】
　トイレ装置２００は、図１および図２に表すように、便器２１０、衛生洗浄装置２２０
、およびタンク２３０を有する。キャビネット１００は、トイレ装置２００の便器２１０
および衛生洗浄装置２２０の後方に設置されている。
【００２１】
　左側面板１１０および右側面板１２０は、キャビネット１００の内部に、左右に離間し
て設置されている。前面板１３０は、キャビネット１００前面の中央部分に設置され、便
器２１０および衛生洗浄装置２２０と、タンク２３０と、の間に位置している。前面板１
３０は、左側面板１１０および右側面板１２０の前端と固定されている。
【００２２】
　左側面板１１０、右側面板１２０、および前面板１３０によって、収納空間ＳＳ１が形
成されている。この収納空間ＳＳ１には、トイレ装置２００のタンク２３０が収納されて
いる。
【００２３】
　収納空間ＳＳ１の左側方には、左側面板１１０と、トイレ室の壁面ＳＷ１およびＳＷ２
と、によって収納空間ＳＳ２が形成されている。また、収納空間ＳＳ１の右側方には、右
側面板１２０と、トイレ室の壁面ＳＷ１およびＳＷ３と、によって収納空間ＳＳ３が形成
されている。
【００２４】
　前面板１３０の左側方には、左扉１４０が設けられている。左扉１４０は、収納空間Ｓ
Ｓ２を隠蔽するように設けられている。左扉１４０は、例えば、扉１４１と扉１４２の２
枚の扉を、左右にずらして前後に重ねることで構成されている。
【００２５】
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　同様に、前面板１３０の右側方には、右扉１５０が設けられている。右扉１５０は、収
納空間ＳＳ３を隠蔽するように設けられている。右扉１５０は、例えば、扉１５１と扉１
５２の２枚の扉を、左右にずらして前後に重ねることで構成されている。
【００２６】
　図３に表すように、左扉１４０は、支持材１４３によって、左側面板１１０に取り付け
られ、回動可能に構成されている。これと同様に、右扉１５０は、支持材１５３（図２参
照）によって、右側面板１２０に取り付けられ、回動可能に構成されている。
【００２７】
　壁面ＳＷ２およびＳＷ３には、例えば、不図示のプッシュラッチまたはマグネットラッ
チ等が取り付けられている。左扉１４０および右扉１５０を閉めた際には、例えば、前面
板１３０、扉１４１、および扉１５１のそれぞれの前面が左右方向に揃うように、左扉１
４０および右扉１５０が固定される。
【００２８】
　横桟１６０は、キャビネット１００上部の背面側において、壁面ＳＷ１に沿って設けら
れている。バー１６２およびバー１６４は、キャビネット１００上部の左側端および右側
端に設けられ、前後方向に延びている。天板１６６は、これら横桟１６０、バー１６２、
およびバー１６４の上に載置されている。
【００２９】
　トイレ装置２００については、従来と同様の構成を採用可能であるため、以下では概略
構成のみを説明する。
【００３０】
　衛生洗浄装置２２０は、便器２１０の上に設置されている。衛生洗浄装置２２０は、使
用者が着座するための便座や、使用者の局部を洗浄するためのノズル、使用者を検知する
ための各種センサ等を備える。
【００３１】
　タンク２３０は、便器２１０の内側を洗浄するための洗浄水を溜める溜水部２３１、溜
めた洗浄水を便器２１０の内側に流すためのオーバーフロー管２３２、便器２１０の洗浄
時にオーバーフロー管２３２を駆動させるための駆動部２３３、溜水部２３１に水を供給
するための給水配管２３４、溜水部２３１内の水位に応じて溜水部２３１への水の供給を
調節するためのフロート部２３５などを備える。
【００３２】
　駆動部２３３によってオーバーフロー管２３２が駆動されると、オーバーフロー管２３
２の下方に形成された排水口から溜水部２３１の水が流れ出し、タンク２３０と接続され
た便器２１０の導水路に水が流れ、便器２１０の内側が洗浄される。
【００３３】
　次に、図４および図５を参照しつつ、左側面板１１０および左扉１４０について、より
具体的に説明する。なお、図４では、左扉１４０を閉めたときの状態を表し、図５では、
左扉１４０を開けたときの状態を表している。
【００３４】
　左側面板１１０は、略同じ厚みで形成された、仕切り部１１１、屈曲部１１２、固定部
１１３、および連結部１１４を有する。
【００３５】
　仕切り部１１１は、前後方向に延び、収納空間ＳＳ１と収納空間ＳＳ２とを仕切ってい
る。仕切り部１１１は、タンク２３０（収納空間ＳＳ１）に面した第１面１１１ａと、第
１面１１１ａの反対側に設けられ、収納空間ＳＳ２に面する第２面１１１ｂと、を有する
。
【００３６】
　屈曲部１１２は、仕切り部１１１の前端から前面板１３０側に屈曲して設けられている
。また、屈曲部１１２は、前面板１３０と左扉１４０との隙間の後方に位置しており、当
該隙間の少なくとも一部を後方から覆っている。
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【００３７】
　固定部１１３は、屈曲部１１２よりも前方に設けられている。すなわち、固定部１１３
の前後方向における位置は、屈曲部１１２の前後方向における位置よりも前方にある。ま
た、固定部１１３は、前面板１３０の裏面に接して設けられ、前面板１３０に固定されて
いる。
【００３８】
　連結部１１４は、屈曲部１１２の一端と、固定部１１３の一端と、を連結している。屈
曲部１１２と固定部１１３とは、図４および図５に表すように、左右にずれて前後方向に
おいて並んでいなくても良いし、少なくとも一部同士が前後方向において並ぶように設け
られていてもよい。連結部１１４の形状や長さなどは、屈曲部１１２と固定部１１３との
配置関係や、これらの形状に応じて適宜変更することが可能である。
【００３９】
　支持材１４３は、アウトセット用のスライド丁番（以下、アウトセット丁番という）で
ある。図４および図５に表すように、左扉１４０を閉めた状態および開けた状態において
、左扉１４０の前面板１３０側の端部（左扉１４０の右側方端部）Ｅ１は、前面板１３０
の左扉１４０側端部（前面板１３０の左側方端部）Ｅ２と、左右方向において対向してい
る。また、端部Ｅ１の左右方向における位置は、第２面１１１ｂの左右方向における位置
と、Ｅ２の左右方向における位置と、の間にある。
【００４０】
　前面板１３０の端部Ｅ２は、図４の破線ＢＬ１で示すように、トイレ装置２００の左側
方端部（より具体的には衛生洗浄装置２２０の左側方端部）と前後方向において揃ってい
る。すなわち、端部Ｅ２の左右方向における位置は、衛生洗浄装置２２０の左側方端部の
左右方向における位置と同じである。このとき、左扉１４０が開いた際にトイレ装置２０
０との接触を避けるため、図５に表すように、左扉１４０の回転角度が８５度程度で止ま
るよう、支持材１４３が構成されていることが望ましい。
　なお、上述した例に限らず、便器２１０の左側方端部と端部Ｅ２とが前後方向において
揃っていてもよい。または、便器２１０および衛生洗浄装置２２０の両方の左側方端部と
、端部Ｅ２と、が前後方向において揃っていてもよい。
【００４１】
　次に、図６および図７を参照しつつ、右側面板１２０および右扉１５０について説明す
る。右側面板１２０および右扉１５０については、上述した左側面板１１０および左扉１
４０と同様の構成を採用することが可能である。一例として、右側面板１２０および右扉
１５０は、左側面板１１０および左扉１４０と左右対称の構造を有する。
【００４２】
　すなわち、右側面板１２０は、前後方向に延び、収納空間ＳＳ１と収納空間ＳＳ３とを
仕切る仕切り部１２１と、仕切り部１２１の前端から前面板１３０側に屈曲した屈曲部１
２２と、前面板１３０に固定された固定部１２３と、屈曲部１２２および固定部１２３を
連結する連結部１２４と、を有する。仕切り部１２１は、タンク２３０に面する第３面１
２１ｃと、第３面１２１ｃと反対側の第４面１２１ｄと、を有する。
【００４３】
　右扉１５０の前面板１３０側の端部（右扉１５０の左側方端部）Ｅ３は、右扉１５０を
閉めた状態および開けた状態において、前面板１３０の右扉１５０側端部（前面板１３０
の右側方端部）Ｅ４と、左右方向において対向している。また、端部Ｅ３の左右方向にお
ける位置は、第４面１２１ｄの左右方向における位置と、端部Ｅ４の左右方向における位
置と、の間にある。端部Ｅ３は、図６の破線ＢＬ２で示すように、トイレ装置２００の右
側方端部（衛生洗浄装置２２０の右側方端部）と前後方向において揃っている。
【００４４】
　左側面板１１０および右側面板１２０は、複数の部材を組み合わせることで構成されて
いてもよい。例えば、仕切り部１１１、屈曲部１１２、固定部１１３、および連結部１１
４のそれぞれに対応する部材を組み合わせることで、左側面板１１０を構成してもよい。
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【００４５】
　前面板１３０、左扉１４０、および右扉１５０は、例えば木材から構成される。左側面
板１１０および右側面板１２０も木材で構成することが可能であるが、板金で構成されて
いることが望ましい。左側面板１１０および右側面板１２０に板金を用いた場合、板金を
折り曲げることで、それぞれの側面板の仕切り部、屈曲部、固定部、および連結部に対応
する部分を形成することができ、製造が容易となるためである。
【００４６】
　ここで、本実施形態による作用および効果について説明する。
　本実施形態に係るトイレ用のキャビネット１００では、上述した通り、収納空間ＳＳ２
を隠蔽する左扉１４０が、左側面板１１０に回動可能に設けられ、左扉１４０の前面板１
３０側に設けられた端部Ｅ１の左右方向における位置が、左側面板１１０の第２面１１１
ｂの左右方向における位置と、前面板１３０の端部Ｅ２の左右方向における位置と、の間
にある。
【００４７】
　このような構成を採用することで、端部Ｅ１の左右方向における位置が、第２面１１１
ｂの左右方向における位置よりも左側方にある場合に比べて、左扉１４０を開けたときに
、扉１４１の厚み分、収納空間ＳＳ２の開口幅を広くすることができる。
【００４８】
　収納空間ＳＳ２の開口幅が広くなることで、収納空間ＳＳ２への物品の出し入れが容易
となり、また、より大きな物品を収納空間ＳＳ２へ収納可能となる。従って、本実施形態
によれば、トイレ用のキャビネットの使い勝手を向上させることが可能である。
【００４９】
　なお、左扉１４０を開けた際の、左側面板１１０に対する左扉１４０の被せ寸法は、適
宜変更可能である。ただし、左扉１４０を開けた際の収納空間ＳＳ２の開口幅をより広く
し、キャビネット１００の使い勝手をさらに向上させるためには、被せ寸法が大きいこと
が望ましい。
【００５０】
　第１面１１１ａは、端部Ｅ１および端部Ｅ２よりも左側方に位置することが望ましい。
すなわち、端部Ｅ１の左右方向における位置は、第１面１１１ａの左右方向における位置
と、端部Ｅ２の左右方向における位置と、の間にあることが望ましい。
　こうすることで、左扉１４０を開けた際の収納空間ＳＳ２の開口幅を広くしつつ、収納
空間ＳＳ１の容積を大きくでき、タンク２３０が収納し易くなる。
【００５１】
　このとき、端部Ｅ２を、トイレ装置２００の左側方端部と前後方向に揃うように設ける
ことで、キャビネット１００およびトイレ装置２００を正面から見た際に、前面板１３０
と左扉１４０との隙間がトイレ装置２００の側端と並んで見え、キャビネット１００がよ
りすっきりして見えるようになる。
【００５２】
　左側面板１１０に対する左扉１４０の被せ寸法を大きくした場合、左扉１４０を開閉す
る際に、左扉１４０の角が左側面板１１０に接触する可能性がある。このため、左側面板
１１０は、図４および図５に表すように、仕切り部１１１、屈曲部１１２、および固定部
１１３を有することが望ましい。
　屈曲部１１２は、仕切り部１１１と固定部１１３との間において、固定部１１３よりも
後方に位置し、仕切り部１１１の前端から前面板１３０に向けて屈曲している。この屈曲
部１１２が、左扉１４０の端部Ｅ１の後方に設けられることで、左扉１４０を開閉する際
に、左側面板１１０と左扉１４０との接触を回避し、左扉１４０の損傷を防ぐことができ
る。
【００５３】
　また、屈曲部１１２が、前面板１３０と左扉１４０との隙間の後方に位置し、隙間の少
なくとも一部を後方から覆うことで、左扉１４０を開けた際に、隙間を通して使用者から
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キャビネット１００内部（収納空間ＳＳ１）が見え難くなり、キャビネット１００の美観
を向上させることができる。
【００５４】
　屈曲部１１２は、仕切り部１１１の前端に部分的に連設されていてもよいが、上下方向
に延びていることが望ましい。屈曲部１１２が上下方向に連続して延びていることで、前
面板１３０と左扉１４０との隙間から収納空間ＳＳ１がより見え難くなり、キャビネット
１００の美観をより一層向上させることができる。
　一例として、図３に表すように、屈曲部１１２の下端は、仕切り部１１１の下端と略同
じ高さにある。屈曲部１１２の上端は、便器２１０よりも上方に位置し、衛生洗浄装置２
２０の上端と略同じ高さにある。そして、屈曲部１１２は、これら上端と下端との間で上
下方向に延在している。
　または、屈曲部１１２は、仕切り部１１１の上端と下端との間で連続的に上下方向に延
在していてもよい。
【００５５】
　また、収納空間ＳＳ２の開口幅および容積をより大きくするためには、収納空間ＳＳ２
を形成しているトイレ室の壁面ＳＷ１および壁面ＳＷ２に木材等が取り付けられておらず
、これらの壁面が収納空間ＳＳ２に直接露出していることが望ましい。
【００５６】
　以上では、収納空間ＳＳ２の周りの構成とその効果について説明したが、収納空間ＳＳ
３の周りの構成とその効果についても同様である。
【００５７】
　すなわち、右扉１５０が、右側面板１２０に回動可能に設けられ、右扉１５０の前面板
１３０側に設けられた端部Ｅ３の左右方向における位置が、右側面板１２０の第４面１２
１ｄの左右方向における位置と、前面板１３０の端部Ｅ４の左右方向における位置と、の
間にあることで、収納空間ＳＳ３の開口幅を広くし、トイレ用のキャビネットの使い勝手
を向上させることができる。
【００５８】
　端部Ｅ３の左右方向における位置が、第３面１２１ｃの左右方向における位置と、端部
Ｅ４の左右方向における位置と、の間にあることで、収納空間ＳＳ１の容積を大きくでき
、タンク２３０が収納し易くなる。
　端部Ｅ４を、便器２１０または衛生洗浄装置２２０の右側方端部と前後方向に揃うよう
に設けることで、キャビネット１００をよりすっきりして見せることができる。
【００５９】
　また、屈曲部１２２が、右扉１５０の端部Ｅ３の後方に設けられることで、右扉１５０
を開閉させた際の、右扉１５０の損傷を防ぐことができる。
　屈曲部１２２が、前面板１３０と右扉１５０との隙間の後方に位置し、隙間の少なくと
も一部を後方から覆うことで、キャビネット１００の美観を向上させることができる。こ
のとき、屈曲部１２２は上下方向に延在していることが望ましい。
【００６０】
　また、収納空間ＳＳ３の開口幅および容積をより大きくするためには、収納空間ＳＳ３
を形成しているトイレ室の壁面ＳＷ１および壁面ＳＷ３が収納空間ＳＳ３に直接露出して
いることが望ましい。
【００６１】
　ここで、上述した左側面板１１０および右側面板１２０について、それぞれの連結部１
１４および連結部１２４を省略することも可能である。このような構造を採用した場合の
左側面板１１０の様子を図８（ａ）に表し、右側面板１２０の様子を図８（ｂ）に表す。
【００６２】
　図８（ａ）に表す例では、屈曲部１１２が、仕切り部１１１の前端から、前面板１３０
に向けて斜め前方に屈曲して設けられている。そして、屈曲部１１２の前端が固定部１１
３と連結されている。
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　同様に、図８（ｂ）に表す例では、屈曲部１２２が、仕切り部１２１の前端から、前面
板１３０に向けて斜め前方に屈曲して設けられ、屈曲部１２２の前端が固定部１２３と連
結されている。
【００６３】
　図８（ａ）および図８（ｂ）に表す構造においても、屈曲部１１２が固定部１１３より
も後方に位置し、屈曲部１２２が固定部１２３よりも後方に位置しているため、各扉を開
閉する際の各側面板との接触を回避し、扉の損傷を防ぐことが可能である。
【００６４】
　ただし、図４～図７に表されるように、屈曲部と固定部が平行に設けられ、仕切り部、
屈曲部、連結部、および固定部のそれぞれの間の角度が直角であるほうが、仕切り部と屈
曲部との間の角度および屈曲部と固定部との間の角度の細かな調整が不要となり、左側面
板１１０および右側面板１２０の製造および組み立てが容易となる。
【００６５】
　以上では、収納空間ＳＳ１の左側方および右側方の両側に収納空間が形成されている場
合について説明したが、いずれか一方の側にのみ収納空間が形成されている場合にも、本
実施形態に係る発明を適用することが可能である。
　収納空間ＳＳ２およびＳＳ３の一方のみが設けられている場合であっても、当該収納空
間の周りに上述した構造を採用することで、扉を開けた際の収納空間の開口幅を広げ、キ
ャビネットの使い勝手を向上させることができる。
【００６６】
（変形例）
　図９は、実施形態の変形例に係るキャビネット１００ａを有するトイレユニット２の斜
視図である。
　図１０は、実施形態の変形例に係るキャビネット１００ａを有するトイレユニット２の
側面図である。
　なお、図１０では、収納部３２０の内部を表すために、収納部３２０の前面板が省略さ
れている。
【００６７】
　トイレユニット２は、キャビネット１００ａ、トイレ装置２００、および手洗いユニッ
ト３００を有する。
　手洗いユニット３００は、第１カウンター３１０、第２カウンター３１２、紙巻器３１
４、手洗い器３１６、ボウル部３１８、収納部３２０、給水管３２２、排水管３２４、お
よびカバー３２６を有する。
【００６８】
　キャビネット１００ａは、右扉１５０の前面に第２カウンター３１２が当接して設けら
れており、右扉１５０が開閉しない点で、キャビネット１００と異なる。
　右扉１５０の裏側には、例えば、キャビネット１００と同様に、右側面板１２０、壁面
ＳＷ１、および壁面ＳＷ３から形成される収納空間ＳＳ３が形成されている。
【００６９】
　第１カウンター３１０および第２カウンター３１２は、トイレ装置２００の側方に位置
し、トイレ室の壁面ＳＷ３に沿って設けられている。第１カウンター３１０は、キャビネ
ット１００ａの天板１６６と略同じ高さに設けられている。第２カウンター３１２は、第
１カウンター３１０の下方に位置し、右扉１５０と収納部３２０との間に設けられている
。紙巻器３１４は、第１カウンター３１０の下面に設けられ、第２カウンター３１２の上
方に位置している。
【００７０】
　手洗い器３１６およびボウル部３１８は、第１カウンター３１０前部の上に設けられて
いる。収納部３２０は、第１カウンター３１０前部の下に設けられ、手洗い器３１６およ
びボウル部３１８の下方に位置している。
【００７１】
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　収納部３２０の内部には、手洗い器３１６に接続された給水管３２２と、ボウル部３１
８の排水口に接続された排水管３２４と、が設けられている。これら給水管３２２および
排水管３２４は、第２カウンター３１２の下に設けられたカバー３２６の内側を通ってキ
ャビネット１００ａ内部に引き出され、それぞれ、トイレ装置２００に接続された給水管
および排水管に連結されている。
【００７２】
　図９および図１０に表したように、実施形態に係るトイレ用のキャビネットは、トイレ
ユニットの他の要素と適宜組み合わせて用いることが可能である。
【００７３】
　また、図９および図１０に表す手洗いユニット３００では、給水管３２２および排水管
３２４が、使用者から見えないように、カバー３２６によって覆われている。そして、こ
のカバー３２６は、上方から第２カウンター３１２によって覆われている。すなわち、給
水管３２２および排水管３２４に加え、これらの配管を覆うカバー３２６も、第２カウン
ター３１２によって使用者から見えにくいように構成されている。このため、第１カウン
ター３１０の下の壁面がすっきりして見えるようになる。また、第２カウンター３１２の
上に物を載置することが可能となり、トイレユニットの使い勝手を向上させることもでき
る。
【００７４】
　なお、第１カウンター３１０の下にカバー３２６を設けることも可能であるが、この場
合、カバー３２６の一部が紙巻器３１４の後ろに設けられることで、紙巻器３１４が前方
に突出する。紙巻器３１４が前方に突出していると、例えば、使用者が手洗い器３１６を
使用する際に、紙巻器３１４に引っ掛かりやすくなるなど、トイレユニットの使い勝手が
悪くなってしまう。また、カバー３２６の位置が高くなることで、便器２１０の上に着座
した使用者からカバー３２６が目に付きやすくなり、トイレユニットの美観も低下してし
まう。従ってこれらの観点から、カバー３２６は、第２カウンター３１２の下に設けられ
ていることが望ましい。
【００７５】
　更に実施形態の別の変形例について説明する。図１１は、図９のキャビネット１００ａ
が無い床置きのトイレ装置４００に関する実施例である。トイレ装置４００は、タンクか
らの給水ではなく床に設置される止水栓４０２（詳細は下記参照）からの直接給水によっ
て、洗浄水を給水し、トイレ装置４００を洗浄する。止水栓４０２は、壁や床に設置され
る。
【００７６】
　図１２は、トイレ装置４００を背面から見た斜視図である。止水栓４０２は床面に設置
されており、例えばトイレ装置４００側に接続口が設けられる。その接続口とトイレ装置
４００の給水ホース４０４が接続され、トイレ装置４００へ洗浄水が供給される。その洗
浄水は、排水部４０６からトイレ室外に設置された排水本管へ流れる。排水部４０６は、
排水本管の位置に合わせて壁排水、床排水とする。また、トイレ装置４００は、給水ホー
ス４０４と止水栓４０２とが接続された後、カバー（図示なし）により使用者から見えな
いように隠される。
【００７７】
　図１３は、図１１のトイレ装置４００を取り外した上体の斜視図である。トイレ室の壁
面に設置されるトイレ用カウンターである。トイレ用カウンターは、トイレ室の壁面ＳＷ
３に沿って配置される第１カウンターと、第１カウンターの下方に設けられる第２カウン
ターとから構成されている。給水菅３２２と排水菅３２４とは、カバー３２６、縦カバー
３２８、横カバー３３０によって使用者から見えないように隠される。
【００７８】
　図１４は、図１３の排水菅と給水管とが露出した状態の斜視図である。水栓である手洗
い器３１６に水を供給する給水菅３２２と、ボウル部３１８に接続され水を排水する排水
菅３２４とが、第２カウンター３１２の下方を通り、排水菅３２２は、トイレ装置４００
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の排水部４０６に合流する。
【００７９】
　排水菅３２２の上流側が下流側より垂直方向で高くならないように、下流側にいくにつ
れて下方向に傾斜が設けられる。つまり、排水菅が逆勾配とならないように配置される。
　
【００８０】
　図１５は、トイレ用カウンターを設置した斜視図である。木材でできた背板５００が壁
面ＳＷ３に螺子固定されている。第２カウンター３１２の下部に固定部材５０２が間隔を
空けて三箇所に設置されている。第２カウンター３１２は、固定部材５０２を介して背板
５００に固定されることで、壁面ＳＷ３に設置されている。固定部材５０２と背板５００
とは、螺子で固定される。
【００８１】
　第２カウンター３１２が設置された状態で止水栓４０２とトイレ装置４００の給水ホー
ス４０４とを接続する作業を行うと、作業スペースの関係から目視して作業を行うことが
難しい。止水栓４０２と給水ホース４０４とを接続する際は、接続不良によって漏水が起
こる可能性があるため、目視して行うことが望ましい。そのため、実施形態は、第２カウ
ンター３１２を着脱可能に設置している。
【００８２】
　図１６は、固定部材５０２の斜視図である。固定部材５０２は、螺子穴５０４が設けら
れる。螺子穴５０４は、螺子５１０の頭部の外径より大きい部分が存在する。具体的には
、螺子穴５０４の上部に螺子５１０の螺子部の外径より大きく、頭部の外径より小さい小
穴５０６が設けられ、その小穴５０６と連続して螺子５１０の頭部の外径より大きい大穴
５０８が設けられている。
【００８３】
　図１７（ａ）は、第２カウンターが設置されるときの螺子と固定部材との位置関係の図
である。また、図１７（ｂ）は、第２カウンター３１２が外されるときの螺子と固定部材
との位置関係の図である。第２カウンター３１２を外す際は、図１７（ａ）の状態から、
螺子５１０を緩めて、第２カウンター３１２を図１７（ｂ）の位置まで持ち上げる。その
状態から、第２カウンター３１２を手前に引くことで、壁面ＳＷ３から第２カウンター３
１２を取り外すことができる。
【００８４】
　第２カウンター３１２を外した状態で、止水栓４０２と給水ホース４０４を接続するこ
とで、目視確認をしながら作業ができ、漏水防止に繋がる。また、止水栓４０２のメンテ
ナンスのときも、第２カウンター３１２を外して作業することで、作業が容易となる。ま
た、木材でできた背板５００に螺子５１０を打って背板５００にめねじを刻む。しかし、
螺子５１０を完全に外して再度螺子５１０を打つと、めねじが潰れて固定部材５０２が、
背板５００に設置できないといったことが起きる可能性がある。しかしながら、上記の着
脱方法だと背板５００から螺子５１０を取り外すわけではなく、螺子５１０を緩めるだけ
なので、初めて螺子５０２を打って形成しためねじ通りに螺子５１０が回転するため、め
ねじが潰れるといったことを抑制できる。
【００８５】
　なお、本発明の着脱可能とは、壁面ＳＷ３に設置する手間よりも少ない手間にて第２カ
ウンターを取ることができる状態のことである。実施例では設置する際に、螺子を打つ必
要があるが、外すときには、螺子を全て外さなくても第２カウンター３１２を着脱できる
ため、設置する時より回さなければならない螺子の回転量が少なくすむため、手間が少な
い。また、スナップフィット等の構造を用いて着脱することも本発明の着脱可能の範囲に
含む。
【００８６】
　第２カウンターを設けることにより、第１カウンター３１０を手すりとして使用し、第
２カウンターを物品置き場として使用できる。また、カバー３２６が使用者から見え難い
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ため、意匠性も向上する。　
【００８７】
　以上、本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明はこれらの記述に限定さ
れるものではない。前述の実施の形態に関して、当業者が適宜設計変更を加えたものも、
本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。例えば、キャビネット１０
０および１００ａやトイレ装置２００、手洗いユニット３００などが備える各要素の形状
、寸法、材質、配置、設置形態などは、例示したものに限定されるわけではなく適宜変更
することができる。　
　また、前述した各実施の形態が備える各要素は、技術的に可能な限りにおいて組み合わ
せることができ、これらを組み合わせたものも本発明の特徴を含む限り本発明の範囲に包
含される。
【符号の説明】
【００８８】
　１、２ トイレユニット、　１００、１００ａ キャビネット、　１１０ 左側面板、　
１１１ 仕切り部、　１１１ａ 第１面、　１１１ｂ 第２面、　１１２ 屈曲部、　１１３
 固定部、　１１４ 連結部、　１２０ 右側面板、　１２１ 仕切り部、　１２１ｃ 第３
面、　１２１ｄ 第４面、　１２２ 屈曲部、　１２３ 固定部、　１２４ 連結部、　１３
０ 前面板、　１４０ 左扉、　１４１ 扉、　１４２ 扉、　１４３ 支持材、　１５０ 右
扉、　１５１ 扉、　１５２ 扉、　１５３ 支持材、　１６０ 横桟、　１６２ バー、　
１６４ バー、　１６６ 天板、　２００ トイレ装置、　２１０ 便器、　２２０ 衛生洗
浄装置、　２３０ タンク、　２３１ 溜水部、　２３２ オーバーフロー管、　２３３ 駆
動部、　２３４ 給水配管、　２３５ フロート部、　３００ 手洗いユニット、　３１０ 
第１カウンター、　３１２ 第２カウンター、　３１４ 紙巻器、　３１６ 手洗い器、　
３１８ ボウル部、　３２０ 収納部、　３２２ 給水管、　３２４ 排水管、　３２６ カ
バー、３２８ 縦カバー、　３３０ 横カバー、　４００ トイレ装置、　４０２ 止水栓、
　４０４ 給水ホース、　５００ 背板、　５０２ 固定部材、　５０４ 螺子穴、　５０６
 小穴、　５０８ 大穴、　Ｅ１～Ｅ４ 端部、　ＳＳ１～ＳＳ３ 収納空間、　ＳＷ１～Ｓ
Ｗ３ 壁面
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